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両島浄化センター運転管理業務委託【長期継続契約】プロポーザル実施要領 

 

１ 目的 

  この実施要領は、両島浄化センター運転管理業務委託（以下「本業務」という。）の

契約相手方として、豊富な経験と高い専門知識を有する事業者を公募型プロポーザル

方式（以下「本プロポーザル」という。）により選定するために必要な事項を定めるも

のである。 

 

２ 業務概要 

 ⑴ 名称 

   両島浄化センター運転管理業務委託【長期継続契約】 

 ⑵ 内容 

   「両島浄化センター運転管理業務委託【長期継続契約】仕様書」（以下「仕様書」 

という。）のとおり 

 ⑶ 期間 

   令和８年４月１日から令和１１年３月３１日まで 

  （地方自治法第２３４条の３の規定に基づく長期継続契約） 

 ※契約日から令和８年３月３１日までは引継を含めた準備期間とする。 

 ⑷ 各年度契約限度額（提案上限額） 

   金 １９９，６５０，０００円（取引に係る消費税及び地方消費税を含む。） 

   ※この金額は提案内容の規模を示すものであり、契約時の予定価格を示すもので

はない。 

 

３ 参加形態 

  参加できる事業者の形態は、単体事業者又は共同企業体とする。共同企業体の場合

は、次の各号に掲げる条件をすべて満たす者とする。 

 ⑴ 共同企業体の構成員数は２者とする。 

 ⑵ 共同企業体の構成員の最小出資比率は３０％とする。 

⑶ 構成員の中から代表構成員を決定するものとする。代表構成員は最大の業務履行

能力を有する者とし、かつ出資比率は構成員中最大とする。 

 ⑷ 共同企業体の運営方式は、各構成員が対等の立場で一体となって業務を履行する

共同履行方式とする。 

 ⑸ 共同企業体の構成員は、単体事業者又は他の共同企業体の構成員として本プロポ

ーザルに参加する者でないこと。 

 

４ 参加資格 

単体事業者又は共同企業体の代表構成員として本プロポーザルに参加できる者は、公
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告の日において、次に掲げる第１号から第７号までの条件をすべて満たす者とする。ま

た、共同企業体の代表構成員ではない構成員は、公告の日において、第１号から第５

号までの条件及び第８号を満たす者とする。 

⑴ 松本市上下水道局の製造の請負、物件の供給その他の契約に係る入札参加資格審

査要綱(平成１０年上下水道局告示第１号)第２条の規定により準用する製造の請負、

物件の供給その他の契約に係る入札参加資格審査要綱(昭和４３年告示第４９号)第

８条に規定する製造の請負・物件の供給等入札参加資格者名簿に登録されている者

であること。また、下水道処理施設維持管理業者登録規程（昭和６２年建設省告示

第１３４８号）に係る登録を行っている者であること。 

 ⑵ 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項又は松本市

上下水道局の契約に関する規程（平成１０年上下水道局管理規程第１６号）第２条

第３項の規定により入札に参加することができないとされた者でないこと。 

 ⑶ 公告の日において、会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく会社更生

手続開始の申立て又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続

開始の申立てをしている者でないこと。 

 ⑷ 松本市暴力団排除条例（平成２４年条例第３号）第２条第２号に規定する暴力団

員又は同条例第６条第１項に規定する暴力団関係者でないこと。 

 ⑸ 松本市上下水道局製造の請負、物件の供給等入札参加資格者に係る指名停止規程

（平成２９年上下水道局管理規程第３号）第２条の規定により準用する松本市製造

の請負、物件の供給等入札参加資格者に係る指名停止要領（平成２９年訓令甲第１

０号）の規定による指名停止処分を受けていないこと。 

 ⑹ 次のア、イの条件を満たす終末処理場の運転管理業務委託を、日本国内において

過去１０年以内に複数年契約を元請けとし受託し、１年以上履行した実績を有する

もの。 

  ア 標準活性汚泥法による水処理方式及び濃縮・消化・脱水工程を有する汚泥処理 

方式の終末処理場 

  イ 日最大処理能力３２，８５０［㎥／日］以上 

 ⑺ 仕様書に記載された統括責任者及び副総括責任者に直接的かつ恒常的な雇用関

係にある者を配置できること。 

 ⑻ 松本市内に本店又は営業所等を有すること。 

 

５ 失格要件 

  次のいずれかに該当する場合は、失格とする。 

 ⑴ 公告の日から契約締結候補者決定までの期間に参加資格要件を満たさなくなっ

た場合 

 ⑵ 提出書類に虚偽の記載をした場合 

 ⑶ 提出書類に記載すべき事項の全部又は一部が記載されていない場合 
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 ⑷ 提出書類が期限内に提出されない場合 

 ⑸ 仕様書の実施項目において、一つでも実施不可とみなされる項目がある場合 

 ⑹ 技術評価点（１，１２０点満点）の合計得点が７割に満たない場合 

 ⑺ 提案見積額が契約限度額を超えた場合 

 ⑻ 審査の公平性を害する行為があったと認められる場合 

 

６ 公募スケジュール 

 ※スケジュールは予定であり、変更の可能性があることに留意すること。 

 

７ 実施要領に関する質問の受付及び回答 

 ⑴ 質問書の提出 

  ア 提出方法 

   「両島浄化センター運転管理業務委託 公募型プロポーザルに関する質問書」様

式８により、電子メールで行うこと。（必ず送信したことを電話連絡すること。） 

  イ 提出先 

    松本市上下水道局 下水道課（「14 提出先及び連絡先」参照） 

  ウ 質問の受付期間 

    令和７年１０月１日（水）から令和７年１０月８日（水）まで 

 ⑵ 質問への回答 

   令和７年１０月１４日（火）までに参加表明書を提出したすべての者に電子メー

ルで回答する。併せて、松本市ホームページで公表する。 

 

８ 参加表明書等の提出 

 ⑴ 提出方法 

   参加表明書等の提出は、持参（土・日・祝日を除く午前９時から午後５時まで）、

郵送（書留郵便）又は、電子データ（ＰＤＦ形式）を電子メール（１０ＭＢ以内）

により提出すること。 

No. 項    目 日  程 

1 公告、質問受付 令和７年１０月 １日（水） 

2 質問受付締切 １０月 ８日（水） 

3 質問回答 １０月１４日（火） 

4 参加表明書等の提出期限 １０月１７日（金） 

5 技術提案書等の提出期限    １１月 ７日（金） 

6 プレゼンテーション及びヒアリング審査   １１月１４日（金） 

7 審査結果の通知    １２月 ５日（金） 

8 契約の締結 １２月下旬 
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 ⑵ 提出先 

  松本市上下水道局 下水道課（「14 提出先及び連絡先」参照） 

 ⑶ 提出期限 

   令和７年１０月１７日（金）午後５時（必着） 

 ⑷ 提出書類及び部数 

  ア 参加表明書（様式１）   １部 

  イ 受注実績調書（様式２）  １部 

  ウ 業務委託共同企業体協定書（様式９）の写し（共同企業体の場合） １部 

  エ 添付書類        各１部 

（共同企業体の代表構成員以外の構成員は( ｱ )から( ｵ )までを提出すること。） 

   ( ｱ ) 会社概要 

   ( ｲ ) 登記事項証明書（提出日から３か月以内のもの。コピー可） 

   ( ｳ ) 印鑑証明書（提出日から３か月以内のもの。コピー可） 

   ( ｴ ) 納税証明書（提出日から３か月以内のもの。コピー可） 

・所管税務署発行の消費税及び地方消費税について未納税額のない証明 

・松本市の市税が課税されている場合には、市税を滞納していない証明 

   ( ｵ ) 社会保険等の加入を証する書類（コピー可） 

   ( ｶ )  財務諸表の写し（直近事業年度のもの） 

   ( ｷ ) 配置予定総括責任者及び副総括責任者(様式は任意、資格・実績が分かるも 

の) 

 ⑸ 参加資格確認及び結果通知 

   参加表明書等の提出書類に基づき参加資格の有無について審査を行い、その結果

を参加表明書に記載の電子メールアドレス宛に通知する。 

 ⑹ 提案参加の辞退 

   参加表明書の提出後、提案参加を辞退する場合は、令和７年１１月１０日（月）

までに「参加辞退届」（様式５）を提出すること。 

 

９ 技術提案書等の提出 

 ⑴ 提出方法 

   技術提案書等の提出は、持参（土・日・祝日を除く午前９時から午後５時まで）

又は郵送（書留郵便）で行うこと。併せて、提案書類一式の電子データを格納した

光学記録媒体（ＣＤ又はＤＶＤ）を提出すること。 

⑵ 提出先 

   松本市上下水道局 下水道課（「14 提出先及び連絡先」参照） 

⑶ 提出期限 

   令和７年１１月１０日（月）午後５時（必着） 

⑷ 提出書類及び部数 
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  ア 提案書類提出書（任意様式）             １部 

  イ 技術提案書（任意様式）              １３部 

  ウ 本業務に関する提案見積書（様式４）         １部 

  エ 積算内訳書（任意様式）              １３部 

  オ 業務実施体制（任意様式）             １３部 

    本業務の責任者・担当者等の実施体制がわかるもの。 

    ※必要に応じて過去の実績や資格について記載 

 ⑸ 技術提案書の内容 

  ア 過去の受託実績及び他組織との連携 

  イ 運転管理業務に関する考え方 

  ウ 特殊技術の習得実績 

  エ 緊急時の支援体制及び災害復旧実績 

  オ 省エネ及びＤＸに関する将来的な提案 

  カ 地域貢献に関する提案 

 ⑹ 留意事項   

 ア 用紙サイズは、指定様式を除き原則として日本産業規格Ａ４判横とする。 

 イ 文字サイズは、１２ポイント以上とする。 

 ウ 技術提案書は、仕様書及び審査表を参照のうえ作成し、ページ番号を付すこと。

なお、３０ページ以内とし、両面印刷（長辺綴じ）とする。 

 エ 電子データはＰＤＦ形式とする。 

 オ 提出書類の作成に当たっては、著作権等第三者の権利を侵害することのないよ

う留意すること。 

なお、これらの問題が生じた場合の責任は提案者が負うものとする。 

 カ 積算内訳書は、仕様書に定める業務及び提案に基づき実施する業務について、

業務内容ごとに積算した見積金額を記載すること。 

 キ 提出期限後の資料の追加及び変更は認めない。 

 

10 選定方法等 

 ⑴ 審査基準 

別紙「審査基準表」のとおり 

 ⑵ 審査組織 

プレゼンテーション及びヒアリング審査並びに選考は、庁内関係職員により組織

する審査委員会で行う。 

 ⑶ プレゼンテーション及びヒアリングの実施 

  ア 開催日 

    令和７年１１月１４日（金）（予定） 

  イ 実施場所 
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    長野県松本市大字島立１４９０番地２ 松本市上下水道局 第１会議室 

  ウ 出席者 

    原則として、業務実施体制に記載の主担当者を含め、合計４名以内とする。 

  エ 実施内容 

   ( ｱ ) 企画提案書の内容について出席者が説明し、その後、審査員から質問をする。 

   ( ｲ ) プレゼンテーション及びヒアリング時間は、プレゼンテーション１５分以内、

質疑応答１５分程度とする。 

  オ その他 

   ( ｱ ) 開催日時及び実施場所の詳細については、別途、参加者に通知する。 

   ( ｲ ) ヒアリングの内容を録画又は録音する場合がある。 

   ( ｳ ) 当日の追加資料の配布は認めない。 

 ⑷ 審査方法 

  ア 参加者から提出された技術提案書、プレゼンテーション及びヒアリングの内容

について、上記⑴に示す審査基準に基づいて審査を行う。 

  イ 審査結果の合計点が高い提案者から順に契約交渉順位を定める。 

  ウ 最高得点を複数の提案者が獲得した場合は、審査委員会において協議の上、技

術評価点の高い者を契約候補者として決定する。 

  エ 技術評価審査の時点で全参加者が失格となった場合には、参加表明又は指名し

た業者を対象に再提案を求める。 

 ⑸ 審査結果の通知 

  ア 審査結果について、すべての提案者に対し文書で通知する。 

  イ 審査経過については非公表とする。また、審査結果についての異議申し立ては

一切認めない。 

 ⑹ 審査結果の公表 

   契約締結後、審査結果について、松本市ホームページに掲載する。 

（※優先交渉先以外の参加者については非公表） 

 

11 契約の締結 

 ⑴ 契約候補者と松本市は後日、仕様書及び提案内容をもとに協議を行い、詳細な業

務内容を確定した後、随意契約を締結する。 

 ⑵ 契約候補者との協議が整わない場合は、審査により順位づけられた上位の者から

順に契約締結の交渉を行う。 

   

12 その他 

 ⑴ 提出された書類等は返却しない。 

 ⑵ 提出された書類等は、本プロポーザルにおける選定以外には使用しない。 

 ⑶ 契約者以外の参加者による技術提案は、原則非公開とする。 
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 ⑷ 技術提案書等の作成及び提出、並びにプレゼンテーションに要する費用について

は、参加者負担とする。また、参加報酬は支払わない。 

 ⑸ 契約者以外の提案に優れた提案があった場合、当該参加者の了承が得られれば、

採用案に取り入れることができるものとする。 

 ⑹ 本実施要領に記載のない事項については、競争性及び公平性を考慮し、適宜松本

市が判断する。 

 

13 添付書類 

 ⑴ 両島浄化センター運転管理業務委託仕様書 

 ⑵ 審査基準表 

 

14 提出先及び連絡先 

  松本市上下水道局 下水道課 

  住 所 ： 〒390－0852 長野県松本市島立１４９０－２ 

  電 話 ： ０２６３－４８－６８４０（直通） 

  E-mail ： gesui@city.matsumoto.lg.jp 

  担 当 ： 中川、浅川、上原 
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審査評価表 

１ 技術評価点（１，１２０点） 

審査項目 評価内容 配点 

１ 基本事項 
同種委託業務の受注実績が豊富な信頼おける企業か。ま

た、市内業者の参画を計画しているか。 
３２０ 

２ 運転管理 
組織体制、人員配置体制、業務計画、教育計画が十分計

画されており、特殊技術を習得しているか。 
３２０ 

３ 危機管理 
危機管理に対する考え方及び支援体制が十分計画され

ているか。 
３２０ 

４ 
省エネ及びDXに

対する提案 

省エネ・ＤＸに関して将来の松本市に有効な提案をして

いるか。 
１２０ 

５ 地域貢献 雇用について、地域貢献を意識したものか。 ４０ 

 

２ 価格評価点（４８０点） 

審査項目 評価内容 配点 

提案見積価格 
（最低提案見積額／当該提案見積額）×４８０点  

 ※小数点以下は四捨五入 
４８０ 

 

 

 

 

 

 

 

 


